
　請願者である協議会については、
議会において請願が採択されたこ
とから、市では協議会の経緯など
の確認を行うことは考えていない。
しかしながら、今後も路線バスの
運行予定事業者のみならず、必要
に応じて協議会からの聞き取りも
行っていく。

遠藤　誠 議員
（WAKABA）

　昨年、県はプラごみ削減とリサ
イクルの取組を始めた。既に桶川
市、上尾市等が始めており、11月
から幸手市も開始した。プラごみ
の削減とリサイクルは、衛生組合
のごみ焼却、埋立量削減にもつな
がるが、衛生組合と連携してプラ
ごみの分別回収を始められないか。

　プラスチックの焼却量減少に伴
う燃焼温度低下によるダイオキシ
ン類の発生や市民の分別の負担、
収集経費の問題等があり、慎重に
取り組む課題である。先進的な取
組を実施する自治体を参考に衛生
組合と連携し、プラスチックごみ
の削減と資源化を推進していく。

問 プラスチックごみの
削減について 答 プラスチックの資源化を

推進していく

　個人情報保護委員会が全国自治
体のマイナンバー管理を点検し、
一部に不備があった。都道府県、
市区町村等に約25項目の自己点検
と報告を毎年求めている。現在、
多くの市民が交付申請中だが交付
状況は。自己点検の結果及び委託
先業者の情報管理・監督は十分か。

　マイナンバーカードの交付状況
は、10月末現在、51.3％となって
いる。自己点検の結果は、すべて
の項目で適正であった。委託先業
者の管理監督は、情報取扱者の報
告を義務付けるとともに情報セキュ
リティ対策の徹底などに関する取
り決めを行っている。

　どんな便利な公共交通があって
も日本人が自家用車を捨てるとは
思えない。市で行ったアンケート
でものりあい交通を使わない理由
の80.9％が「必要がないから」だっ
た。公共交通は福祉政策に限定し
てもいいのではないか。

　市では、自家用車の普及による
路線バスの撤退などにより生じた
交通弱者に対応するため、のりあ
い交通を運行してきたところであ
る。６年５月までに策定する地域
公共交通計画の検討過程で課題を
整理し、改めて公共交通の在り方
を考えていく。

問 自家用車ドアtoドアの
影響 答 改めて公共交通の

在り方を考えていく

　新しい路線バスにより、交通不
便地域は大幅に減っているが、国
の補助金に影響はないという情報
もある。
　実際は現行に比べて補助金は減
額になるのか。

　国の補助金は、交通不便地域内
の人口に一定の単価と補正係数を
乗じた金額に、国が示す基本額を
加算したものとなっている。交通
不便地域の範囲が大幅に減少した
ことから、国への補助金交付申請
額もこれに応じて減少となる。

菱沼あゆ美 議員
（公明党）

 

問 のりあい交通補助金は
減額になるのか 答 交通不便地域範囲

減少による影響はある

　国は、「こどもまんなか社会」
を目指しているが本市の方針は。
また、産後間もない母親は悩みや
必要な支援が多くある。母親の心
に寄り添った支援プランの作成や、
家事・育児のサポートができる産
後ドゥーラの派遣事業と人材育成
に取り組んではいかがか。

　子育てに関する負担を軽減する
ために、引き続き、子どもを安心
して産み育てることができる地域
社会を目指し、子育て支援の充実
を進める。また、事業を実施する
場合、今後とも、現状のメニュー
活用で対応するほか、人材の確保
を考慮し、民間への委託も考える。

問 子育て世帯への包括的な
支援の重要性 答 引き続き、子育て支援の

充実を進める

　スケートパークは、多くの子ど
もたちに運動する機会と楽しさを
与え、愛好者や若者世代を中心に
幅広い年齢層の方々が、技術の向
上や健康維持、コミュニケーショ
ンの場として活用できる魅力的な
場所である。本市でもスケート
パークを整備してはいかがか。

　既存の公園を改修してスケート
パークを設置する計画は現在のと
ころない。また、既存の調整池を
改修して対応することも難しい。
今後は、市民からのスケートパー
ク設置の要望や、機運の高まりが
みられた場合において調査・研究
していく。

問 大人も子どもも楽しめる
スケートパーク 答 機運の高まりをみて

調査・研究していく

　各地の用排水路で子どもの転落
事故が起きている。市で総合点検
を行い、柵などの安全対策を講じ
ては。また、白岡駅の自由通路の
東口側は雨天時に水がたまり、転
倒する人が後を絶たない。早急に
滑り止め対策と注意表示の取付け
を行うべきと考えるが、いかがか。

　日常業務の中で用排水路や柵等
の点検を行い、破損箇所は早急に
修繕作業を実施する。水辺の安全
について、広報やチラシなどの啓
発活動についても検討していく。
駅自由通路に注意喚起の貼紙を設
置するとともに、現場状況にあわ
せ滑り止め対応を検討していく。

問 命を守る
まちの安全対策を 答 現場状況に適した

対策を検討していく

　感染症対策にもなる非接触で貸
出しができる電子書籍を扱っては
どうか。また、ギャラリーで個人
の収集品を展示する企画をして、
利用者の裾野を広げては。レスト
ランやカフェの要望が多い。定期
的にキッチンカーを呼び、滞在し
やすい魅力を増やしてはどうか。

　現在の図書収容率は７割弱であ
るため、実物の資料の収集に力を
入れていく。ギャラリーは創作活
動の発表の場であることや現状の
利用頻度から収集品の展示は困難
である。利便性の向上と賑わいの
創出のため、キッチンカー導入の
仕組みづくりを検討していく。

問 こもれびの森の
魅力向上を 答 魅力向上のための取組を

進めていく

問 マイナンバーの
データ管理について 答 安全管理を徹底し

適切な運用に努める

松本栄一 議員
（創政会） （公明党）

中山廣子 議員

みず べ
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